
２０２１年５月１６日 主日礼拝   
  

司  会   

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美  讃美歌２９１番「主にまかせよながみを」  

 （主の山に備えあり）（主がここにおられます） 

 

使徒信条 

 

聖  書  ①②                                                             ヨハネによる福音書１５章１２～１７節 (P１６７）                 

                                                                                       ③                                                          エペソ人への手紙５章１５～２１節                  (P３０６）                                                                          

 

音  楽                                     オクサーナ・ステパニュック女史(V)                                                               

 

メッセージ   ①②                      「友なるイエス様」                  久保田豊副牧師   

                ③      「欠陥クリスチャンと聖霊の満たし」                      大川従道主任牧師    

 

賛  美                                                      「救い主イエスと共に」 （聖歌５９０番） （献金） 

           （小関隆嗣兄 愛唱歌 ５月９日召天） 

頌  栄      「父・み子・み霊の」 （聖歌３８３番）アーメン 

                                                                   祝   祷                

 

【大和ニュース】      

☆来週は「ペンテコステ礼拝」。大きな期待をもって祈り備えて下さい。 

・ コロナ禍の波にやられないように、祈りと聖書朗読に励みましょう。 

・ 本日は、モーセ会(Zoom)午後２時。J.Plus（青年、学生、中高生）楽しいですよ！ 

 

* 今週も祈祷会を大切に！①水曜夜７時 ②木曜朝１０時半 説教は坪井副牧師。 

☆新しくYouTubeチャンネル 『大川従道牧師 説教集』を開設しました。 

「大川従道牧師 若き日の説教集」 は音声だけですが、１９８２年（天台時代）の 

リバイバルの様子が分かります。特別賛美もすごいです。勿論無料配信です。 

☆６月５日から英語礼拝がスタートします。毎週土曜午後２時。森チャペルにて。 
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石の枕  
  

岐阜の小山大三先生のメッセージからの引用文を紹介します。 
＜私たち信仰者から喜びが消えてしまう原因は何でしょう。＞ 
１．疲れ―私は疲れた時は、よく寝るように心がけています。 
２．思い煩い―マタイ６の３１～３４に答えがあります。 
３．劣等感―他人と自分を比べて自分の幸福度を測ろうとする傾向があります。 
  これはプライドの問題です。うまくいくと優越感に浸り、うまくいかないと 
     劣等感に陥ります。他人と比較して自己憐憫に陥っている人たちが 

                                                 大勢います。 

「こんな話がある。一人の王がある朝自分の庭園にはいって、どの草木も 
元気をなくして死にかけているのを見出した。彼は門の入口に立ってならの木 
（おならの木ではありません）にそのわけを尋ねた。ならの木はこれに答えて、 
自分は松の木のように背が高くのびないばかりか立派でないから生きているのが 
嫌になったと答えた。又松の木は松の木で、ぶどうの木のように実を結ぶことが 
できないから生き甲斐がなくなったと答えた。又ぶどうの木は、桃の木のように 
ひとりで直立して、見事な実を結ぶことができないからやけくそになったと言った。 
又、ゼラニュームはライラックのように背が高く又香り高くないからと言って 

すねていた。このように庭中がこんな有様でした。 
 王は三色すみれの所に来たが、その輝いた顔はいつものように嬉しそうだった。 
『ヤァ、三色すみれ！だれも皆がっかりしているのに、この勇敢な小さな花を 
見出してうれしいよ！君は少しも失望していないようだね！』 
「ハイ王様、私は取るに足らないものですけれど、こう考えています。 
もし王様が､ならや､松の木や桃やライラックが欲しければ､それを植えられたでしょう。 
しかし、あなたは三色すみれを欲しくてわたしを植えて下されたと思いますから、 
わたしは最上のすみれになる決意でおります。」（カウマン著・荒野の泉より） 

 ４．罪―詩篇３２の３。「一日中、うめいて、私の骨々は疲れ果てました。」 
罪のあるところには、喜びも平安もありません。知って犯した罪も知らずに 
犯した罪も、十字架の主のもとで、赦していただきましょう。また、誰にも 
言えない被害も、悲しみも、怒りも、悩みも、主のもとにとどけましょう。 
主は、やさしく受けとめて下さいます。シャローム！平安あれ！ 
 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：ヨハネ６～８章 Bコース：列王紀下１５～歴代志上７章 


